
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
スポーツ靴、特にサッカー靴であって、甲領域（８）を有するアッパ（１）と、該アッパ
に結合されたソール（２）と、剛性化のための引張りベルト（ 3,4,5）とが設けられてい
る形式のものにおいて、
少なくとも１つの前側の引張りベルト（３）がソールの前端部（６）を前方に向かってア
ッパ（１）に結合しており、少なくとも２つの後ろ側の引張りベルト（ 4,5）がソール（
２）のヒール領域（７）をアッパ（１）に結合しており、前側の引張りベルト（３）と後
ろ側の両引張りベルト（ 4,5）とが、甲領域（８）でアッパ（１）に作用していて、特に
互いに結合されていることを特徴とする、スポーツ靴、特にサッカー靴。
【請求項２】
前側の引張りベルト（３）と後ろ側の両引張りベルト（ 4,5）とが、特にアッパ部分の甲
領域に配置された紐（９）または緊定ロープクロージャによって互いに緊定されるように
なっている、請求項１記載のスポーツ靴。
【請求項３】
靴の長手方向延在長さに対してほぼ横方向に延びる支持エレメント（ 10）が設けられてい
て、該支持エレメントが両端部で、ソール（２）の中央領域（ 11）に作用しており、アッ
パ（１）の甲領域（８）を介して延びている、請求項１または２記載のスポーツ靴。
【請求項４】
支持エレメント（ 10）が前側の引張りベルト（３）と後ろ側の引張りベルト（ 4,5）とに
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結合されている、請求項１から３までのいずれか１項記載のスポーツ靴。
【請求項５】
アッパ（１）が甲領域（８）で紐用スリット（ 12）を有しており、該紐用スリットが、補
強された２つの紐穴付き前革（ 13）によって仕切られており、該紐穴付き前革（ 13）が前
側の引張りベルト（３）と後ろ側の両引張りベルト（ 4,5）とに結合されている、請求項
１から４までのいずれか１項記載のスポーツ靴。
【請求項６】
紐穴付き前革（ 13）がアッパ（１）の両側で、支持エレメント（ 10）に結合されている、
請求項１から５までのいずれか１項記載のスポーツ靴。
【請求項７】
引張りベルトがアラミド繊維、特にケブラーまたは炭素繊維から成っている、請求項１か
ら６までのいずれか１項記載のスポーツ靴。
【請求項８】
引張りベルトが皮革またはこれに類似のアッパ材料と織り合わせられている、請求項１か
ら７までのいずれか１項記載のスポーツ靴。
【請求項９】
引張りベルト（ 3,4,5）がアッパ内に縫い込まれ、もしくは該アッパに縫い付けられてい
るか、または、少なくとも部分的に、同一作用を有する伸びにくいアッパ部分によって形
成されている、請求項８記載のスポーツ靴。
【請求項１０】
引張りベルト（ 3,4,5）に、互いに緊定するための別個の緊定手段が、特に引張りベルト
（ 3,4,5）に作用する結束部材、もしくは、引張りベルト（ 3,4,5）に作用する緊定ロープ
クロージャの形で対応配置されている、請求項１から９までのいずれか１項記載のスポー
ツ靴。
【発明の詳細な説明】
本発明は、スポーツ靴、特にサッカー靴であって、甲領域を有するアッパと、該アッパに
結合されたソールと、剛性化のための引張りベルトとが設けられている形式のものに関す
る。
このようなスポーツ靴は例えばドイツ連邦共和国特許出願公開第 2752301号明細書に基づ
き公知である。この明細書に記載された引張りベルトは、足と靴のソールとの間の比較的
に直接的な力伝達を保証して、これによってアッパ自体における疲労徴候を減じようとし
ている。さらに、靴における足の保持が前記引張りベルトによって改善されるようになっ
ている。
スポーツ靴、特にサッカー靴における問題は、走行時の足の自然な反回動作を妨げないよ
うに、ソールが高いフレキシブル性を有さなければならないことにある。走行時にソール
を変形させるために費やさなければならないエネルギは、できる限りフレキシブルなソー
ルを使用すると最小限に抑えることができる。
他面、あまりにも軽量であまりにもフレキシブルなソールはしばしば重大な負傷のリスク
をはらんでいる。ソールがその自然の湾曲に抗して下方に向かって撓むことが走行時、例
えば、足が凹凸例えば石に着地した時に発生するおそれがある。
まさにサッカー靴においては、ソールが下方に向かって撓むことは特に不都合である。サ
ッカー靴は軽量で極めてフレキシブルでなければならない。これらのサッカー靴は、走行
時における足の反回運動を妨げない特に薄いソールを有していることが望ましい。アッパ
も極めて薄く軟質の皮革から成っていることが望ましい。この皮革は足に密着し、これに
より一層良好なボール感覚が保証される。
ボールシュート時、ボールが目いっぱいに延ばした足に当たるような特にインステップシ
ュート時には、ソールの、下方への撓みを十分に回避し、もしくは足を相応に撓まないよ
うに支持することが重要である。それというのはソールと、これに相応して足とが下方に
向かって撓むと、衝撃力とボール速度とが減じられ、これにより衝撃力のかなりの部分が
失われてしまう。満足の行く衝撃伝達は、下方に向かって撓むソールによっては達成され
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ない。
サッカー靴においてこのような問題を解決するために、ドイツ連邦共和国特許出願公開第
3219652号明細書において、軟質の基礎材料から形成されたソールの下面により大きな硬
さを有する、ストッパと対向ストッパとを備えた材料部分を設けることが提案されている
。ソールの下向きの撓みが、ソールの下面に配置された材料部分のストッパと対向ストッ
パとが当接することにより阻止される。このような公知の手段は比較的大きな手間のかか
るソール構造をもたらす。さらに、この公知の手段は、重い泥状の地面の場合、もはや所
望のようには作用しない。ストッパと対向ストッパとの間のギャップに土等が詰まるので
、ソールはプレー時間が長くなるにつれて相応に上方に向かって湾曲する。こうしてスト
ッパと対向ストッパとの協働作用が失われる。
本発明の課題は、ソールの下向きの撓みが十分に阻止され、しかもこの場合反回動作に必
要な、ソールのフレキシブル性が制限されることはなく、靴が使用される地盤にも左右さ
れないようなスポーツ靴、特にサッカー靴を提供することである。
この課題は請求項１に記載の特徴に基づくスポーツ靴によって解決される。
有利な構成が請求項２以下に記載されている。
本発明の核となる思想は、引張りベルトが設けられており、これらの引張りベルトが、ソ
ールの前端部および後端部から斜め上方にむかって互いに接近するようにアッパの甲領域
に向かって延びており、特にこの甲領域で互いに結合されることにより１つの支持フレー
ムが形成されていることにある。
引張りベルトのこのような配置関係により、極めて簡単に、ソールは下向きの撓みに対し
て剛性を有することができる。この剛性化作用は、靴の中にある足自体によって高められ
る。それというのは、前側の引張りベルトと、後ろ側の両引張りベルトとの結合個所が、
足の甲に支持されるからである。これにより、ソールの、下方に向いた変位とこれに応じ
て生じるアッパの変形とを有効に阻止することができる。
前側の引張りベルトと後ろ側の両引張りベルトとは、特にアッパの甲領域に配置された紐
または緊定ロープクロージャによって互いに緊定されると有利である。紐を開くかまたは
緊定ロープクロージャを開くと、靴からの容易な足の出し入れが可能である。ソールが所
望の剛性化作用を受けるように、紐もしくは緊定ロープクロージャによって、引張りベル
トにプレロードつまり予荷重をかけることができる。紐または緊定ロープクロージャの変
化可能な調節可能性により、種々異なる足形状に適合させることができるだけでなく、引
張りベルトの所望のプレロードを調節することもできる。このことは特に、引張りベルト
に甲領域において別個の緊定手段、つまり通常の紐等とは無関係な緊定手段が対応配置さ
れている場合に当てはまる。
さらに、靴の長手方向延在長さに対してほぼ横方向に延びる支持エレメントが設けられて
おり、該支持エレメントの両端部がソールの中央領域で作用しており、支持エレメントが
アッパの甲領域を介して延びていると有利である。
このような支持エレメントはソールの更なる剛性化を生ぜしめる。このような支持エレメ
ントは既に前に述べた前側の引張りベルトと後ろ側の引張りベルトとによる支持を補足し
拡大する。前側の引張りベルトお、後ろ側の引張りベルト、支持エレメントおよびソール
の全体的な配置関係により、自己支持的な支持フレームが得られる。この支持フレームは
、下向きの撓みを阻止し、この場合上向きのフレキシブル性が損なわれることはない。足
自体は剛性化のためにはもはや必要ではない。これにより通常の反回動作時の足の運動性
が促進される。足は比較的僅かな緊張下で靴内で保持することができる。このことは特に
支持エレメントが前側の引張りベルトと後ろ側の両引張りベルトとに甲領域において結合
点状に結合されている場合に当てはまる。この場合、アッパは主として、足をくるむため
の機能しか有していない。
引張りベルトはアラミド繊維特にケブラー、または炭素繊維から成っていると有利である
。このような繊維は極めて伸びにくく、同時に極端に高い引張り強さを有している。
支持エレメントは比較的剛性を有する PE－、 PA－、またはこれに類似のプラスチックベル
トから製造されていてよい。特に軟質の支持エレメントの場合、この支持エレメントは引

10

20

30

40

50

(3) JP 3594619 B2 2004.12.2



張りベルトと同一材料から、かつ同一形式で製造され、アッパに固定されるかまたは組み
込まれる。
引張りベルトに皮革またはこれに類似のアッパ材料が織り合わせられている場合、靴のア
ッパに特に良好に適合された面状のストラップを形成することができる。
この場合引張りベルトをアッパ内に縫い込みもしくはアッパ上に縫い付けると有利である
。これにより引張りベルトとアッパとの間の摩擦個所を回避することができる。さらに、
外側で縫い付けられた引張りベルトはスポーツ靴、特にサッカー靴に、良好な外観を付与
する。
以下に、本発明の別の特徴および利点に関して、本発明の実施例を図面につき詳しく説明
する。
第１図は、本発明の１実施例に基づくスポーツ靴の原理を示した概略図である。
第２図は、第１図に示した原理概略図に基づく、スポーツ靴の側面図である。
第３図は、第２図の実施例に基づく引張りベルトおよび支持エレメントを空間的かつ概略
的に示す図である。
第１図には、サッカー靴が概略的に示されている。このサッカー靴はアッパ１とソール２
とから成っている。アッパ１とソール２とは、従来の技術に基づき、例えば縫い付けおよ
び／または溶着または接着によって互いに結合されている。ソール２の下面には公知の形
式で突起 14が配置されている。これらの突起は軟質の地面、例えば芝地上で良好な把持力
を得るために役立つ。前側のソール端部６からは前側の引張りベルト３が斜め上方に向か
ってアッパ１の甲領域８に延びている。２つの後ろ側の引張りベルト 4,5がソールのヒー
ル領域７から甲領域８にまで延びていて、この甲領域で前側の引張りベルト３に直接的ま
たは間接的に、例えば紐穴付き前革 13（第２図参照）を介して結合されている。一方の後
ろ側の引張りベルト４はアッパ１の片側で甲を起点にしてヒールにまで延びている。アッ
パの反対側では、他方の引張りベルト５が対応して配置されている（第３図参照）。
剛性化を高めるため、かつ一種の自己支持的な配置を提供するために、さらにベルト状の
支持エレメント 10が設けられている。この支持エレメントは靴の長手方向延在長さに対し
てほぼ横方向に延びており、その両端部においてソール２の中央領域 11に作用している。
この支持エレメントは、アッパ１の甲領域８を介して延びているので、支持エレメント 10
によって形成された湾曲が、靴に収容された足を妨げることはない。
第１図に示された引張りベルトおよび支持エレメントの配置により、ソール２の下向きの
撓みが有効に阻止される。このことは特に、靴を装着している時に当てはまる。それとい
うのは、足甲において、それも図示の例では紐穴付き前革 13を介して引張りベルトが付加
的に支持されるからである。サッカー靴の場合、インステップシュート時にソール２の前
側領域６に加えられる力が、前側の引張りベルト３を介して、後ろ側の引張りベルト 4,5
と支持エレメント 10とによって吸収される。これによりソールの下向きの撓みが十分に阻
止される。足も相応に支持される。前述の形式の支持フレームを備えたハイキング用の靴
の場合、例えば石、根などの路上障害物を踏んだときのソール２の中央領域 11のめり込み
が、支持エレメント 10が前側の緊張させられた引張りベルト３と、後ろ側の引張りベルト
4,5とに支持されることにより阻止される。上に説明した靴の構造は勿論、ライトアスレ
チック用、自転車用、バスケットボール用等のスポーツ靴にも適している。
第２図には、第１図に示した概略図に基づくサッカー靴が側面図で示されている。前側の
引張りベルト３ならびに後ろ側の引張りベルト 4,5はアラミド繊維特にケブラー（ kevlar
▲Ｒ▼）、または炭素繊維から成っている。これにより、引張りベルトは高い引張り強さ
を有しており、さらに著しく伸びにくい。第２図に示された、引張りベルトのストラップ
状の構成は、引張りベルトが皮革またはこれに類似のアッパ材料と織り合わせられること
により得られる。さらに、引張りベルト 3,4,5はアッパ１に縫い付けられている。これに
より靴に全体的に良好な外観が付与される。
引張りベルト 3,4,5は第２図に示した実施例では、直接的にではなく、２つの紐穴付き前
革 13を介して互いに結合されている。これらの紐穴付き前革 13は、アッパ材料に対して補
強されていて、これらの紐穴付き前革が高い引張り強さを有すると共に極めて伸びにくい
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ようになっている。これらの両紐穴付き前革 13はアッパ１の甲領域８に形成された紐用ス
リット 12を仕切っている。
前側の引張りベルト３は両紐穴付き前革 13の前側の下端部に固定されている。両紐穴付き
前革 13は前方で互いに結合されていて、前側の引張りベルトはこのような結合領域におい
て固定されていてもよい。後ろ側の両引張りベルト 4,5はやはり両紐穴付き前革 13に固定
されている。
支持エレメント 10は、紐穴付き前革 13に直接的に固定することなしに、これらの紐穴付き
前革の下方を貫通して、連続的にアッパ１の甲領域を超えて延びていてよい。選択的に、
支持エレメント 10は第１の区分と第２の区分とに分けられる。この場合、第１の区分と第
２の区分とはそれぞれソール２の中央領域 11から出発して、それぞれ対応する紐穴付き前
革 13にまで延びており、この紐穴付き前革 13に固定されている。
引張りベルト 3,4,5ならびに前記支持エレメント区分は紐穴付き前革 13に、公知の技術に
基づいて、例えば接着、縫合、リベット止め、溶着などによって固定することができる。
同じことがソール２との結合に対しても云える。
第３図に略示した図面は、ソール２を下方に向かって剛性化するための引張りベルト 3,4,
5と支持エレメント 10とから成る基礎フレームを概略的に示したものである。この図面は
純然と概略的に示したものである。足に適合させるために、引張りベルトと支持エレメン
トとが集まる結合部が１つの紐用スリットを形成しつつ長手方向に分割されている。これ
により、一方では支持エレメント 10によって、他方ではソール２によって規定された、靴
の甲開口を変化させることができ、個別に使用者の足に適合させることができる。さらに
このことによりソール２の上向きの支持を調節することもできる。
本発明の範囲内で別の引張りベルトおよび支持エレメントが設けられてもよく、また、引
張りベルトおよび支持エレメントの配置関係に変更が加えられてもよい。しかしながら前
述の基礎フレームはあらゆる場合にも変えられないことが望ましい。考えられるのは例え
ば、互いに平行に延びる、またはほぼＶ字形に前方に向かって延びる２つの前側の引張り
ベルトを配置することである。
同様に、１つまたは複数の引張りベルト 3,4,5の代わりに全体的または部分的に、同一作
用を有する、引張り力を吸収する比較的伸びにくい材料、または、有利にはアッパ１と一
体的な部分として形成されたアッパ部分を設けることも可能である。第２図に示した靴の
場合、ソール２のヒール領域７に被さるようにヒールアッパ革 15が形成されている。ヒー
ルアッパ革はソール２のヒール領域７に結合されている。ヒールアッパ革 15が相応に堅固
もしくは剛性的に形成されている場合には、引張りベルト 4,5は、ソール２に固定される
代わりに、ヒールアッパ革 15に固定されていてもよい。
相応の形式で、前側の引張りベルトの前端部が固定されているつま革が形成されていても
よい。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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